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本書について

本書では、ユーザーのコンピューター資料の情報を補足します。今後参照す
るときのために、本書はコンピューター資料と一緒に保管しておいてくださ
い。

本書には、導入済みソフトウェア・プログラムおよび本製品に付属している
その他のソフトウェアについての一般情報が記載されています。

本書は次のように編成されています。

� 1ページの第1章、『ソフトウェアの概説』には、本製品に付属のソフト
ウェアについての情報が記載されています。

� 3ページの第2章、『始動』には、コンピューターを始動したり、一部の
ソフトウェア機能を理解する上で役立つ情報が記載されています。

� 9ページの第3章、『他のオペレーティング・システムの導入の前に』に
は、他のオペレーティング・システムおよびサポート・ソフトウェアの
導入についての情報が記載されています。

� 11ページの第4章、『サポート CD の使用方法』には、サポート CD
で提供されるソフトウェアの導入または再導入についての情報が記載さ
れています。

� 13ページの第5章、『QAPlus/PRO 診断プログラムの使用方法』に
は、QAPlus/PRO 診断プログラムの始動手順が記載されています。

� 15ページの付録A、『ライセンス情報』には、ユーザーのソフトウェ
ア・ライセンスについての情報が記載されています。

� 19ページの付録B、『特記事項および商標』には、法律に関する特記事
項と商標についての情報が記載されています。
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第1章 ソフトウェアの概説

本製品には、さまざまなソフトウェアが付属しています。すなわち、
Microsoft Windows 951、アプリケーション・プログラム、診断ツール、
およびデバイス・ドライバーです。これらのソフトウェアには、初期導入 さ
れているものと、(同梱の CD から) 導入可能 なものがあります。これらの
ソフトウェアは、本製品に付属しているライセンス同意書の条件により、ラ
イセンスを受けています。ライセンス情報については、本冊子の付録A に記
載されています。

導入済ソフトウェア
Windows 95 以外に、下記のソフトウェアが初期導入されています。

� IBM アンチウィルス Lite for Windows 95 プログラム

� IBM Hard Disk Monitor for Windows プログラム

� IBM Welcome Center

� オンライン・ブック

� 出荷時導入済みハードウェア用のデバイス・ドライバー

導入済ソフトウェアについての情報は、3ページの第2章、『始動』に記載さ
れています。

注:

1. Windows 95 を再導入する際に必要になる「Windows 95 CD 版用セ
ットアップ起動ディスケット」は、本製品には付属していません。
Windows 95 のディスケット作成プログラム (Create System Disks) 
を使用して、このディスケットを作成してください。また、サポート
CD には、IBM によって初期導入されているプログラムおよびデバイ
ス・ドライバーのほとんどが含まれています。オペレーティング・シス
テムを再導入する必要がある場合には、作成した「Windows 95 CD 版
用セットアップ起動ディスケット」と Windows 95 の CD と、サポー
ト CD を使用してください。（Windows 95 オペレーティング・シス

1 The Microsoft Certificate of Authenticity は、本製品上の Windows 95 ソフトウェアが、Microsoft 社から合法的にライセンスを受けて
いることを保証するものです。
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テムや、事前導入されているソフトウェアのディスケットは、IBM から
購入することはできません。）

すぐに導入できるソフトウェア
すぐに導入できるソフトウェアは、サポート CD で配布されます。この CD
には、IBM によって事前に導入されているプログラムおよびデバイス・ドラ
イバーの他に、追加ソフトウェアも含まれています。必要に応じて、どのプ
ログラムを導入するかを決めてください。ここでは、CD に含まれている追
加ソフトウェアのいくつかについて説明します。

注: CD に実際に含まれているソフトウェアは変更されることがあるため、
ここでの説明とは異なる場合があります。他のオペレーティング・シス
テム（9 に一覧があります）用の同種のソフトウェアも、CD に含まれ
ています。この CD についての補足情報は、第4章 に記載してありま
す。

CoSession 95 CoSession 95 は、手元の PC から別の場所にあるも
う一台の PC を、モデムまたは LAN を経由して、自
由に操作できるようにする「リモート・コントロール
機能」を提供するソフトウェアです。また、このソフ
トウェアは IBM 技術員が製品のサポート、保守、サ
ービスをする際に必要と判断した場合、お客様の同意
を得て利用することもあります。

  
TME 10 NetFinity
サービス・プログラム

ご使用の PC のハードウェアおよびソフトウェアに関
する詳細な情報の表示、DMI 情報のブラウズ、さま
ざまなシステム資源のモニター、およびアクセス保護
の管理を行なうためのソフトウェアです。本製品が、
NetFinity Manager が導入されているネットワーク
に接続されている場合には、NetFinity Manager は
asset 管理のために情報を収集し、本製品の操作をモ
ニターすることができます。
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第2章 始動

本章には、本製品を始動する上で役立つ情報が記載されています。ここで
は、次のことを説明します。

� 最初に本製品を始動する前に何が必要で、始動の後に何が起こるか

� 方法

– IBM Welcome Center およびオンライン・ブックにアクセスする
方法。

– ソフトウェア導入手順を完了する方法。

– 本製品を安全に遮断する方法。

– IBM によって事前に導入されたアプリケーションを使用する方法。

本製品の初めての始動
初めて Windows 95 にアクセスする前に、Windows 95 のセットアップ手
順を完了する必要があります。

始動する前に必要なこと
Windows 95 のセットアップ手順を始める前に、次のものを用意する必要が
あります。

� 本章より詳しい情報が必要な場合には、本製品に付属の Windows 95
の説明書。

� プロダクト ID 番号については、Microsoft Certificate of
Authenticity (Windows 95 の説明書の表紙に添付されています)。

� 本製品の固有の名前。本製品のモデルにイーサネットのサポートが組み
込まれている場合には、ネットワーク情報（ネットワーク上で本製品を
識別するためのコンピューター名やワークグループ名など）をネットワ
ーク管理者から得る必要があります。

� プリンターを本製品に直接接続する場合には、プリンターのモデルおよ
びプリンターが使用するポート。
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Windows 95 セットアップ プログラムの実行
セットアップ プログラムをまだ実行していない場合には、本製品の始動時に
実行されます。このプログラムは、必要に応じて、情報の選択や入力を求め
るプロンプトを表示します。下記の説明よりも詳細な情報が必要な場合に
は、Windows 95 の説明書を参照してください。

注:

1. セットアップ手順中で、Windows 95 のライセンス条項を受諾すること
を示すために、プロンプトに対して、Certificate of Authenticity のプ
ロダクト ID 番号を入力する必要があります。Certificate of
Authenticity は、Windows 95 の説明書の表紙に添付されています。

2. セットアップ手順を完了して、システムを再始動すると、Windows 95
のデスクトップが表示され、「Windows 95 へようこそ」というパネル
がオープンします。「Windows 95 へようこそ」ウィンドウからは、以
下のことを選択することができます。

� 簡単な Windows 95 のチュートリアルのプレビュー。

� このリリースの Windows 95 での変更点の表示。

� オペレーティング・システムの使用についての情報の入手。

� Microsoft への Windows 95 ソフトウェアの登録（モデムが導入
済みである場合）。

本製品を始動するたびに「Windows 95 へようこそ」パネルが表示され
ないようにするには、パネル内の「Windows を次に起動するときも、
このダイアログを表示する」ボックスの選択を解除します。

3. Windows 95 を再導入する際や、システムが破損した場合に必要となる
Windows 95 起動用ディスケットのバックアップ・ディスケットは提供
されていないため、できるだけ早く、Windows 95 のディスケット作成
プログラムを使用して、このディスケットを作成します。ディスケット
を作成するには、次の手順を実行してください。スタート・ボタンをク
リックする。プログラム、アクセサリ、システム・ツールを選択する。
Create System Disks をクリックし、画面の指示に従ってディスケッ
トを作成する。
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ソフトウェア導入手順を完了する
下記のとおり、「ソフトウェアの導入」フォルダに含まれている、導入済み
ソフトウェアの自動導入手順を完了してください。

1. 「Windows 95 へようこそ」パネルがオープンされている場合には、閉
じます。

2. 「ソフトウェアの導入」フォルダをダブルクリックします。

3. 「ソフトウェアの導入」パネルで、アイコンの 1 つをダブルクリック
し、関連するプログラムまたは機能を使用可能にします。すべてのプロ
グラムおよび機能を選択して、使用可能にするまで、この手順を繰り返
します。

1 つのプログラムまたは機能が使用可能になると、そのアイコンは、「ソフ
トウェアの導入」パネルから除去されます。すべてのプログラムおよび機能
を使用可能にした後には、本製品を再始動すると、「ソフトウェアの導入」
フォルダーはデスクトップから除去されます。これらのプログラム（IBM ア
ンチウィルス Lite、および MS-IME97）にアクセスする方法については、
プログラムを使用可能にした後で、7ページの『導入済みアプリケーションの
使用方法』を参照してください。
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IBM Welcome Center の使用方法
IBM Welcome Center は、情報を入手し、システムの設定作業を行なうた
めの中心となります。たとえば、以下を行なうことができます。

� 時刻および日付の設定

� プリンターのセットアップ

� キーボードおよび画面の設定

� ワークスペースの調整についての情報の取得

� IBM 製品についての情報の取得

さらに、本製品をインターネットへ接続できる場合には、IBM Welcome
Center から直接インターネットへ出ることができます。IBM Welcome
Center にアクセスするには、次の手順を実行してください。

1. 「Windows 95 へようこそ」パネルがオープンされている場合には、閉
じます。

2. IBM フォルダをダブルクリックします。

3. IBM Welcome Center をダブルクリックします。

4. 利用可能なすべての選択を表示するのに、スクロールダウン（PgDn キ
ーを押す）しなければならない場合があります。

オンライン ブックの表示
Windows 95 のデスクトップから、解説書 などのオンライン・ブックにア
クセスすることができます。オンライン・ブックにアクセスするには、次の
手順を実行してください。

1. Windows 95 デスクトップから、IBM フォルダーをダブルクリックす
る。

2. 「オンライン・ブック」をダブルクリックする。それから、読みたいマ
ニュアルのアイコンをダブルクリックする。

6 ソフトウェアについて  



 

Windows 95 の終了方法
保存していないデータを失ったり、プログラムに損傷を与えたりすることの
ないように、本製品の電源を切る前には、必ず、Windows 95 の終了手順を
実行してください。

本製品を遮断するには、次の手順を実行します。

1. 作業中のデータを保存します。
2. オープンしているアプリケーションをすべてクローズします。
3. スタート・ボタンをクリックします。
4. Windows 95 の終了をクリックし、はい (Y) をクリックして、要求を
確認します。

導入済みアプリケーションの使用方法
この項では、導入済みプログラムについて解説します。

� IBM アンチウィルス Lite for Windows 95
� IBM Hard Disk Monitor for Windows

本製品には、次のような、Windows 95 標準のデスクトップ・グループも付
属しています。すなわち、マイ コンピュータ、Inbox、ごみ箱、インターネ
ット、The Microsoft Network、受信トレイおよびブリーフケースです。
さらに、本製品には、「スタート」メニューの「プログラム」からアクセス
する Windows 95 標準コマンド・プログラムも装備されています。すなわ
ち、アクセサリ、スタートアップ、MS-DOS プロンプト、Windows エク
スプローラ などです。これらのグループのソフトウェアについては、
Windows 95 の説明書またはオンライン ヘルプを参照してください。

追加のソフトウェアは、サポート CD で提供されます。詳細については、第
4章 を参照してください。

アンチウィルス Lite for Windows 95
IBM アンチウィルス Lite for Windows 95 プログラムは、コンピューター
からウィルスを検出して除去する包括的なウィルス防止製品です。このプロ
グラムが動作するようにするには、5ページの『ソフトウェア導入手順を完了
する』の手順によって、プログラムを使用可能にしてください。このプログ
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ラムを使用可能にした後に、現在の設定の変更または表示を行いたい場合に
は、次の手順を実行してください。

1. スタート・ボタンをクリックします。

2. プログラム、IBM アンチウィルス を選択し、IBM アンチウィルス

Lite をクリックします。

3. IBM アンチウィルス Lite ウィンドウで、メニュー・バーの「シール
ド」を選び、必要ならば変更します。

4. ウィルスのスキャンを行なうには、メニュー・バーの「スキャン」を選
び、「システムのスキャン」または「ディスケットのスキャン」をクリ
ックします。

5. 終了したら、終了ボタンをクリックして、そのパネルを抜けます。

サポート文書はオンラインで提供されます。

Hard Disk Monitor for Windows
IBM Hard Disk Monitor for Windows 95 プログラムでは、自己監視の
分析と報告技術 (SMART) を使用して、本製品に導入されている物理 IDE
ハード・ディスク・ドライブを監視します。ハード・ディスク・モニター
が、ドライブ内での考え得る障害を検知するには、IDE ドライブは SMART
互換でなければなりません。ハード・ディスク・モニターにアクセスするた
めには、次の手順で行ってください。

1. スタート・ボタンをクリックします。

2. プログラム、Hard Disk Monitor を選択し、クリックします。

モニターの使用法およびカラー・コード化された状況情報の解釈に関する追
加情報については、オンラインのヘルプを参照してください。
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第3章 他のオペレーティング・システムの導入の前に

下記のオペレーティング・システムのいずれかを導入する場合には、サポー
ト CD で提供されるサポート・ソフトウェアを導入する必要があります。

� IBM OS/2 Warp

� IBM OS/2 Warp Connect

� Microsoft Windows NT Workstation バージョン 3.51

� Microsoft Windows NT Workstation バージョン 4.0

� 日本語 MS Windows V3.1 (IBM 版)

� IBM PC DOS J6.3/V

� IBM DOS J7.0/V

いずれのオペレーティング・システムを導入する場合でも、事前に、必ず、
最新のフイックス・パックや CSD などを入手してください。それらを入手
するためには、該当するオペレーティング・システムのメーカーに連絡して
ください。

オペレーティング・システムを導入するには、そのオペレーティング・シス
テムに付属の資料に記載されている手順と、フイックス・パックや CSD な
ど (ある場合) に従ってください。その後で、第4章 に記載されている手順に
従って、サポート・ソフトウェアを導入します。
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第4章 サポート CD の使用方法

本製品に付属のサポート CD からデバイス・ドライバーや、その他のソフト
ウェアを導入または再導入しようとする場合には、この章の情報を使用して
ください。

サポート CD の機能
サポート CD には、各種のオペレーティング・システム環境のためのデバイ
ス・ドライバー、診断プログラム、およびその他のサポート・ソフトウェア
が含まれています。

重要

サポート CD には、オペレーティング・システムは含まれていません。
この CD は、お使いのオペレーティング・システムが本製品にすでに導
入されていないと、使用できません。

この CD を使用して、次のことが行えます。

� CD 上のアプリケーションおよびデバイス・ドライバー用のディスケッ
トの作成と、ディスケットからのアプリケーションおよびデバイス・ド
ライバーの導入。

� CD-ROM ドライブが装備されたモデルへの、CD からの一部のアプリ
ケーションの直接導入。

� 本製品またはネットワーク上の PC のハードディスクへ、サポート CD
のイメージを転送し、そのイメージからサポート CD を使用すること。

この CD により、使いやすいグラフィカル・インターフェースと、CD 上の
大部分のソフトウェアの導入手順が提供されます。この CD には、ヘルプ・
システムと、CD の機能および CD に入っているソフトウェアについて説明
している概説が入っています。サポート CD に入っているプログラムとデバ
イス・ドライバーは、IBM プログラムのご使用条件およびサポート CD の
中の「CD-ROM の概要を見る」に含まれているライセンス情報の条件でラ
イセンスを受けています。本冊子の付録A に記載されているライセンス情報
は、初期導入済みのソフトウェア用のものであり、サポート CD の中の
「CD-ROM の概要を見る」に記載されているライセンス情報は、該当する
CD ソフトウェア用のものです。
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サポート CD の開始
サポート CD からソフトウェアを導入したり、関連するデバイス・ドライバ
ーおよびプログラムについての概要を表示する場合には、次のように行いま
す。

1. CD-ROM ドライブにサポート CD を差し込みます。

2. CD を開始します。(Windows 95 デスクトップから) IBM フォルダー
の サポート CD の起動 をダブルクリックし、次に e:¥ibmsetup.exe
と入力してください。（ここで、e: は CD-ROM ドライブ名です。)

あるいは、

お使いのオペレーティング・システムに応じて、下記の手順で CD を開
始します。

� Windows 95 または Windows NT 4.0 の場合 : タスクバーにあ
るスタート・ボタンをクリックし、実行をクリックしてから、次の
ようにタイプします。

 e:¥ibmsetup

(ここで、e: は、CD-ROM ドライブ名です。）Enter を押します。

� Windows NT 3.51 または Windows 3.1 の場合 : Windows の
プログラム・マネージャーのパネルから、メニュー・バーのファイ
ルをクリックし、実行をクリックしてから、次のようにタイプしま
す。

 e:¥ibmsetup

(ここで、e: は、CD-ROM ドライブ名です。）Enter を押します。

� OS/2 の場合 : OS/2 コマンド・プロンプトで、次のようにタイプ
します。

start /win e:¥ibmsetup

(ここで、e: は、CD-ROM ドライブ名です。）Enter を押します。

3. 希望するオプションを選択します。その後は、画面に表示される指示に
従ってください。
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第5章 QAPlus/PRO 診断プログラムの使用方法

QAPlus/PRO 診断プログラムを使用して、いくつかの外部装置を含め、シ
ステムのハードウェア構成要素をテストすることができます。これは、診断
テストを実行するだけでなく、いくつかのユーティリティー・プログラムも
含み、本製品についての情報を提供します。QAPlus/PRO プログラムは、
オペレーティング・システムとは独立して実行されます。このプログラム
は、ディスケットで提供されます。

QAPlus/PRO プログラムを実行するには、次の手順で行います。

1. Windows 95 を終了して、本製品の電源を切ります。(手順は、7ペー
ジの『Windows 95 の終了方法』を参照してください。)

2. 接続されている装置の電源を切ります。

3. 「PC300/700 Diagnostic Diskette」というラベルのついたディスケット
をドライブ A に挿入します。

4. 接続されているデバイスの電源を入れ、次いで、本製品を再始動しま
す。QAPlus/PRO プログラムは自動的に開始されます。

5. 画面の指示に従います。

障害追求の図表および自己診断テスト (POST) のエラー・メッセージや提案
される処置など、追加の診断情報は、ユーザーズ・ガイドに記載されていま
す。
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付録A. ライセンス情報

この冊子に記載の「ライセンス情報」は、「 IBM プログラムのご使用条
件」により使用許諾される IBM 製および他社製の「プログラム」に適用さ
れるものです。なお、Windows 95 は、IBM により提供されますが、独自
の使用条件および保証が適用されます。

この冊子で参照しているプログラムには、すべての言語版で提供されていな
いもの、またはすべての国で入手可能とは限らないものもあります。また、
プログラムには、実際に市販されているバージョンとは異なることがあり、
共に出荷されるこの PC 用にカストマイズされていることがあります。これ
らの「プログラム」はすべてのマニュアル等の資料を含んでいない場合、ま
たは、すべての機能を有していない場合があります。なお、これらのプログ
ラムは、すべて個別に販売されているとは限りません。

プログラム名
初期導入済プログラム (Windows 95を除く。）

追加条件
� 家庭用コンピュ－タ－／携帯用コンピュ－タ－への複製および使用

この「プログラム」には適用されません。

� プログラムの移転

この「プログラム」は、「プログラム」の調達元（IBM または IBM 認
定再販売者）の書面による同意がある場合に限り、第三者に移転するこ
とができます。

� 使用権の証明

この「プログラム」に対するお客様の使用権は、所定のライセンス証書
により確認されます。 IBM または IBM 認定再販売者が提供する保証
サ－ビス、 将来における「プログラム」の上位移行（発表された場合）
または販売促進用の特別な措置（提供された場合）等の資格の 確認およ
びこの「プログラム」に対する使用権の証明として、ライセンス証書を
保管するものとします。

このシステムとともに提供された「プログラム」には限定的な技術サポ－ト
のみが提供されます。詳細については、システムのマニュアルを参照してく
ださい。
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プログラム・サ－ビス
この「プログラム」にはプログラム・サ－ビスは提供されません。この「プ
ログラム」は、特定物として現状のまま提供されます。

保証
初期導入済プログラム

初期導入済プログラムは、特定物として現存するままの状態で提供され、法
律上の瑕疵担保責任、商品性の保証および特定目的適合性の保証を含むすべ
ての明示または黙示の保証は適用されません。

その他
この「ライセンス情報」にて参照している書類を含め、この「プログラム」
に関するいかなる書類も、お客様の参照のために提供されるもので、「ライ
センス情報」記載の内容を拡張または変更するものではありません。

その他の追加条件
以下の条件は、IBM のシステム（以下「システム」といいます。）とともに
ディスケットもしくは CD-ROM の形で提供、「システム」上に初期導入、
CD-ROM、システムもしくはロ－カル・エリア・ネットワ－ク（LAN）か
ら IBM 所定のプログラムを使用してディスケットに複製したデバイス・ド
ライバ－、ユ－ティリティ－・プログラムおよびフラッシュ BIOS コ－ド
（以下、あわせて「システム・プログラム」といいます。）に適用されま
す。「システム」とは、IBM 機械本体、機構、型式変更、オプションおよび
その組み合わせを意味します。

お客様が「システム」の正当な占有者である場合、または「システム」の保
守の目的で「プログラム」を取得された場合、IBM またはその直接もしくは
間接の子会社は、お客様に対し、「システム」と共にもしくはその一部とし
て「プログラム」を使用する権利、および「プログラム」を回復または保守
のために使用する権利を許諾します。「システム」の正当な占有者に対して
「システム」の回復または保守を目的としてのみ「プログラム」の複製物を
配布し、導入することができます。ただし、この場合、この使用条件のコピ
－も合わせて提供するものとします。当該占有者が「プログラム」を使用開
始したときには、この使用条件に同意したものとします。
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「プログラム」の複製物には、お客様は「プログラム」と同一の著作権表示
を必ず行うものとします。
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付録B. 特記事項および商標

この付録は、IBM 製品の可用性、特許、出願中の特許、および商標の情報の
法的な特記事項を記載しています。

特記事項
本書において、日本では発表されていないIBM製品（機械およびプログラ
ム）、プログラミングまたはサービスについて言及または説明する場合があ
ります。しかし、このことは、弊社がこのようなIBM製品、プログラミング
またはサービスを、日本で発表する意図があることを必ずしも示すものでは
ありません。本書で、IBMライセンス・プログラムまたは他のIBM製品に言
及している部分があっても、このことは当該プログラムまたは製品のみが使
用可能であることを意味するものではありません。これらのプログラムまた
は製品に代えて、IBMの知的所有権を侵害することのない機能的に同等な他
社のプログラム、製品またはサービスを使用することができます。ただし、
IBMによって明示的に指定されたものを除き、これらのプログラムまたは製
品に関連する稼働の評価および検証はお客様の責任で行っていただきます。

IBMおよび他社は、本書で説明する主題に関する特許権（特許出願を含む）
商標権、または著作権を所有している場合があります。本書は、これらの特
許権、商標権、および著作権について、本書で明示されている場合を除き、
実施権、使用権等を許諾することを意味するものではありません。実施権、
使用権等の許諾については、下記の宛先に、書面にてご照会ください。

〒106 東京都港区六本木3丁目2-31
AP事業所
IBM World Trade Asia Corporation
Intellectual Property Law & Licensing

商標
以下の用語は、米国または他の国における IBM 社の商標です。

IBM NetFinity
OS/2 

以下の用語は他社の商標です。

CoSession Remote Artisoft, Inc.
QAPlus DiagSoft, Inc.
QAPlus/PRO DiagSoft, Inc.
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TME 10 Tivoli Systems, Inc.

Microsoft、Windows、Windows NT、および MS-DOS は、Microsoft
Corporation の商標または登録商標です。

本書で二重アスタリスク (**) が付けられているその他の会社名、製品名、お
よびサービス名は、他社の商標またはサービス・マークです。
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